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新
自
治
会
長
の
皆
さ
ん 

（
敬
称
略
） 

”
春
が
来
た
”
何
か
う
き
う
き
し
た

気
分
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
草
木
が
芽

吹
き
花
が
咲
き
、
虫
が
眠
り
か
ら
覚

め
地
上
に
這
い
出
て
、
鳥
獣
が
一
斉

に
鳴
き
騒
ぐ
。
地
上
の
生
あ
る
も
の

を
成
長
さ
せ
、
変
化
さ
せ
、
育
て

る
。
ま
さ
に
「
生
成
化
育
」
で
あ
る

▼
春
は
、
入
学
、
進
級
、
就
職
な

ど
、
新
し
い
環
境
へ
の
期
待
や
新
し

い
生
活
が
始
ま
る
。
国
や
地
方
自
治

体
の
会
計
年
度
は
春
か
ら
始
ま
る
。

学
校
年
度
は
世
界
的
に
は
９
月
に
始

ま
る
国
が
多
い
が
、
日
本
は
桜
の
季

節
の
入
学
式
が
文
化
と
し
て
根
付
い

て
い
る
▼
と
こ
ろ
で
な
ぜ
春
に
な
る

と
ワ
ク
ワ
ク
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ

る
調
査
で
は
、
桜
が
開
花
す
る
、
暖

か
く
な
っ
て
く
る
、
日
が
長
く
な
っ

た
と
感
じ
る
な
ど
が
上
げ
ら
れ
た
▼

春
が
近
づ
き
、
日
が
長
く
な
り
、
暖

か
く
な
っ
た
と
脳
が
感
じ
る
と
、

「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」
と
い
う
神
経
伝
達

物
質
が
活
発
に
分
泌
さ
れ
て
、
ワ
ク

ワ
ク
し
た
気
分
が
高
ま
る
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
セ
ロ
ト
ニ
ン
を
多

く
含
ん
で
い
る
食
べ
物
は
、
バ
ナ

ナ
、
マ
グ
ロ
や
カ
ツ
オ
な
ど
赤
み
の

魚
、
乳
製
品
や
大
豆
製
品
、
卵
な
ど

で
あ
る
。
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
「
セ
ロ
ト

ニ
ン
」
を
増
や
す
の
も
良
い
か
も
し

れ
な
い
。 
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自
治
会
名 

中
川 

敏
之 

井
村 

道
夫 

廣
瀬 

良
和 

多
賀 

重
光 

清
水 

政
芳 

藤
墳 

孝
文 

多
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茂
樹
（
副
会
長
） 

藤
墳 

福
夫 

桑
原 

一
郎
（
監
事
） 

江
崎 

雅
之 

平
墳 

正
行
（
監
事
） 

多
和
田 

悦
嗣
（
会
長
） 

宮
野 

勝
弘 

西 
  

正
茂 

長
井 

浩
一 

中
嶋 

努 

江
崎 

毅 

古
田 

義
昭 

自
治
会
長
名 

「
日
頃
の
あ
い
さ
つ
こ
そ
が
地
域
交
流
の
原
点
」 

表
佐
地
区
連
合
自
治
会 

会
長 

多
和
田
悦
嗣 

会
長
に 
多
和
田
悦
嗣
さ
ん
（
大
興
）
を
選
出 

 

連
合
自
治
会 

新
体
制
決
ま
る 

  

ち
さ
と 

表
佐
ま
ち
協
だ
よ
り 
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こ
の
度
、
表
佐
地
区
連
合
自

治
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

大
興
自
治
会
の
多
和
田
悦
嗣
で

す
。
こ
れ
か
ら
各
自
治
会
長
の

皆
様
と
一
緒
に
安
全
で
安
心
な

ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。 

３
月
８
日(

日)

、
連
合
自
治
会
の
新
自
治
会
長
会
議
が
開
催

さ
れ
、
連
合
自
治
会
の
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

出
席
者
の
互
選
の
結
果
、
会
長
に
は
、
大
興
自
治
会
の
多
和

田
悦
嗣
さ
ん
が
、
副
会
長
に
は
、
在
原
自
治
会
の
多
賀
茂
樹
さ

ん
が
、
監
事
に
は
、
三
共
自
治
会
の
平
墳
正
行
さ
ん
と
勝
一
色

自
治
会
の
桑
原
一
郎
さ
ん
が
、
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

新
自
治
会
長
さ
ん
の
任
期
は
、
４
月
か
ら
の
二
年
間
で
す
。 

皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

災
害
大
国
の
日
本
で
、
東
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
脅
威
を

私
達
は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

し
」
の
諺
の
通
り
大
切
な
の
は

日
頃
の
準
備
と
互
助
の
精
神
で

す
。 

 

こ
ど
も
園
の
子
に
出
会
う
と

「
お
は
よ
う
」
と
元
気
よ
く
あ

い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
の
で
、

私
も
「
お
は
よ
う
」
と
応
え
ま

す
。
こ
の
日
頃
の
あ
い
さ
つ
こ

そ
が
地
域
交
流
の
原
点
だ
と
思

い
ま
す
。 

最
後
に
、
垂
井
町
で
も
４
月

か
ら
「
プ
ラ
容
器
包
装
」
の
分

別
収
集
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ

は
将
来
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り

組
み
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
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1 1 月の表佐地区防災訓練 

新自治会長さん方による会議の様子 8 月 の 中 川 清 掃 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４・５月の休館日 
 
   

 
 

 

 

 

５月 ３日(日) 
       ～  

６日(水) 
１２日(火) 
１９日(火) 
２６日(火) 

４月７日（火） 

  １４日（火） 

  ２１日（火） 

  ２８日（火） 

  ３０日（木） 

 

 

４・５月の行事・講座 

 

感染症の流行、その他状況によって、延期・縮小・中止・開

催方法変更の場合があります。その場合には、回覧やホーム

ページ等でお知らせします。 

ちさと子ども教室 さつまいもの苗を植えます（大人のみ） 

５月 ９日（土） 9:30～11:30 表佐小南畑 

料理教室 季節の野菜を使った簡単な料理（後日募集）  

５月９日（土） 10:00～13:00 表佐まちセン  

ちさと子ども教室 華道教室 きれいなお花を活けましょう 

５月２３日（土）  9:30～11:30 表佐まちセン 

いきいきふれあいサロン 垂井町食生活改善協議会のお話し 

５月２８日（木） 10:00～11:30 表佐まちセン 

 

行事・講座・教室名 

実 施 日 時 間 場 所 

いきいきふれあいサロン 音楽レクリエーションで介護予防 

４月２３日（木） 10:00～11:30 表佐まちセン 

表佐まちづくり協議会総会 事業報告・決算承認等 

４月２５日（土） 19:00～20:30 表佐まちセン 
 

以
下
、
今
号
か
ら
、
複
数
回
に
分
け

て
、
詳
し
く
見
て
い
き
ま
す
。 

① 

食
品
用
ラ
ッ
プ 

断
水
や
厳
冬
期
と
い
っ
た
環
境
下
で
、

い
ろ
い
ろ
な
用
途
に
も
使
用
さ
れ
圧
倒
的

な
万
能
さ
を
誇
り
ま
す
。 

主
な
活
用
法 

・
水
の
節
約
（
食
器
に
ラ
ッ
プ
を
か
ぶ
せ

て
、
食
べ
た
後
ラ
ッ
プ
を
捨
て
れ
ば
洗
わ

ず
に
繰
り
返
し
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
） 

・
ロ
ー
プ
の
代
用
（
ラ
ッ
プ
を
適
当
な
長

さ
に
切
っ
て
、
く
る
く
る
と
丸
め
る
と
ロ

ー
プ
や
ひ
も
の
代
用
に
な
り
ま
す
。
） 

・
傷
の
応
急
処
置
（
水
が
あ
れ
ば
傷
口
を

き
れ
い
に
洗
い
流
し
、
ラ
ッ
プ
を
ギ
ュ
ッ

と
巻
く
と
傷
口
の
保
護
が
で
き
ま
す
。
） 

・
防
寒
具
（
ラ
ッ
プ
に
新
聞
紙
を
組
み
合

わ
せ
る
と
、
体
を
保
温
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
）
な
ど 

熊
本
地
震
や
、
能
登
半
島
地
震
で
も
災
害

発
生
後
、
ス
ー
パ
ー
の
棚
か
ら
一
瞬
で
消

え
た
そ
う
で
す
。 

ラ
ッ
プ
は
、
３０

ｍ
巻
の
も
の
よ
り
も
５０

ｍ
巻
の
方
が
、
か
さ
ば
ら
ず
、
良
い
と
思

い
ま
す
。
さ
ら
に
最
近
は

１０００

ｍ
巻
の
も

の
も
あ
る
そ
う
で
す
。
（
普
段
使
い
に

は
、
む
つ
か
し
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
備

蓄
用
に
は
い
い
の
か
も
。
） 

 
防
災
コ
ー
ナ
ー 

地震災害時に真っ先に買い占められる備蓄品１０選（その 1） 

 
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｏ
Ｓ
Ａ
で
は
、

毎
月
開
催
し
て
い
る
検
討
委
員
会
に
お

い
て
、
防
災
に
関
す
る
勉
強
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
巨
大
地
震

は
い
つ
発
生
す
る
か
予
測
で
き
ま
せ

ん
。
地
震
発
生
時
の
準
備
だ
け
で
な

く
、
そ
の
後
の
避
難
生
活
ま
で
見
越
し

た
備
え
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
、
巨
大

地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
「
日
本
中
か

ら
真
っ
先
に
買
い
占
め
ら
れ
る
と
予
測

さ
れ
る
備
蓄
品
10

選
」
に
つ
い
て
、

学
び
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

皆
さ
ん
は
、
大
規
模
地
震
が
発
生
し

た
と
き
に
、
ど
ん
な
物
が
手
に
入
ら
な

く
な
る
と
思
い
ま
す
か
？ 

 

予
測
さ
れ
る
備
蓄
品
は
、
次
の
と

お
り 

① 

食
品
用
ラ
ッ
プ 

② 

乾
電
池 

③ 

多
機
能
防
災
ラ
ジ
オ 

④ 

ガ
ソ
リ
ン 

⑤ 

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ 

⑥ 

飲
料
水 

⑦ 

調
理
不
要
の
保
存
食 

⑧ 

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー 

⑨ 

ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ 

⑩ 

モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー 

  

 
 

備
蓄
品
の
保
管 

備
蓄
品
の
多
く
は
、
今
な
ら
誰
と
も

奪
い
合
う
こ
と
な
く
、
ス
ト
レ
ス
な
く

平
常
価
格
で
、
い
く
ら
で
も
購
入
し
て

手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

改
ま
っ
て
、
備
蓄
品
を
そ
ろ
え

る
、
ど
こ
か
に
保
管
し
て
お
く
の

で
は
な
く
、
普
段
使
い
の
も
の
を
少
し

多
め
に
買
っ
て
お
き
、
使
い
な
が
ら
、

足
り
な
く
な
っ
た
ら
（
少
な
く
な
っ
て

き
た
と
思
っ
た
ら
）
買
い
足
し
て
お
く

習
慣
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。
（
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
） 

  


